
このレポートは株式会社コンセントの著作物です。転載・配布はご遠慮願います。

ウェブアクセシビリティ研修概要
コンセントの



ウェブサイト担当者／制作者はどのようなことに

注意すればいいのかなどの内容を交え、

ご要望に合わせて研修プログラムをカスタマイズします。

形式：オンラインまたはオフラインでの開催

会場（オフライン時）：御社会議室または弊社会議室　※ご要望に合わせます。

利用ツール（オンライン時）：Zoom、Microsoft Teams などを予定 
　※その他のツールは要相談。

研修時間：1 〜 3 時間 
　ご要望に合わせて研修時間は調整可能です。会場が弊社以外の場合は 
　準備時間として、研修時間の前後 30 分ほどを追加でいただきます。 
　オンラインとオフラインでは研修時間が異なります。

受講人数：40 名まで（オフラインの場合） 
　40 名を超える場合は一部のプログラムの実施が困難なため、 
　研修内容を調整させていただきます。オンラインの場合の受講人数はご相談に応じます。

プログラム：ご要望に合わせて調整いたします。（次ページ以降でプログラムをご紹介）

費用：50 〜120 万円（応相談）　※プログラム内容や研修人数によって変わります。

ウェブアクセシビリティ研修概要
POINT キーボードだけで操

作できるようにする

ご要望に
合わせて

カスタマイズ
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国内外の状況を
参照しながら
レクチャー

企業がアクセシビリティに取り組む意味プログラム紹介①

企業がなぜアクセシビリティに取り組むべきなのか。

アクセシビリティの意味や日本における位置づけ、訴訟リスクや市場の話などを交じえ、

国内外の事情や環境などについてお話しします。

より良質なUX（利用者体験）を提供

出典：bookslope blog - Evaluation method of UX “The User Experience Honeycomb”

http://www.bookslope.jp/blog/2012/07/evaluationuxhoneycomb.html

アメリカで激増しているウェブサイトへの提訴件数

https://www.adatitleiii.com/2018/07/website-access-and-other-ada-title-iii-lawsuits-hit-record-numbers/
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ブラウザ上での利用状況を録画し、音声での解説を交えレビュー。

障害当事者のウェブサイトの利用の仕方プログラム紹介②

弊社所属の障害当事者がウェブサイトをスクリーンリーダーで利用するデモンストレーションや、

利用シーンを撮影した動画をご覧いただくことで、障害当事者がどのようにウェブサイトを

利用するのかを理解できるセッションです。

スクリーンリーダーと点字ディ
スプレイを使ったウェブサイト
利用の様子。

株式会社コンセント

辻 勝利 （つじ かつとし）

アクセシビリティエンジニア

本セッション担当者

先天性の全盲で、仕事や日常生活のあらゆる場面でスクリーン

リーダーを介してコンピューターを利用しているエンジニア。

株式会社コンセント、アクセシビリティチームのメンバーとし

て自身の経験を元に、ウェブだけにとどまらず、製品やサービ

スの利用者として、自身を含めた誰もが排除されない社会を実

現することを目標に、アクセシビリティを高めるためのコンサ

ルティングや啓発活動を行っている。国内外の企業サイトの診

断やレビューを多数実施。また、海外のアクセシビリティチェッ

クツールやソフトウェアのローカライズなども手掛ける。

＊ [ 日本視覚障害者 ICT ネットワーク (JBICT.Net)] 設立準備メンバー
＊オープンソースのスクリーンリーダー [NVDA 日本語チーム ] 理事

当事者の
ウェブサイト利用の

様子が
具体的にわかる
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ウェブアクセシビリティ実装ポイントと実装例プログラム紹介③

ウェブ担当者が配慮すべき、ウェブアクセシビリティの 20 の実装ポイントの解説と、実際の業務で起こっている実例への

回答※や質疑応答を行います。実例ベースの内容になるため、すぐに業務で役立てられます。
※実際の業務で起こっている実例は事前にヒアリング等をさせていただきます。

ウェブ担当者が
配慮すべき課題を

実例ベースで
レクチャー
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各種
ドキュメントも
アクセシブルに

ドキュメントのアクセシビリティプログラム紹介④

ウェブサイトに掲載する PDF やパワーポイントなどのドキュメント類にも、アクセシビリティ

の配慮が必要です。ここではドキュメントをアクセシブルにするポイントをお話します。
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「Accessi ブル GoGo!」プログラム紹介⑤

「アクセシビリティとはそもそも何か？」「なぜ必要なのか？」を、障害当事者であり、

アクセシビリティエンジニアのコンセントの辻勝利と、コンセント外部フェローであるインフォアクシア社

代表・植木真氏のコンビが、クイズや身近にあるプロダクトの例、スクリーンリーダーの

デモンストレーションなどを通じてウェブアクセシビリティの重要性をお話しします。

当事者と
外部フェローに
よる実践的な
プログラム
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レベル感や目的に合わせたプログラム構成をご提案しています。

プログラム内容や所要時間は、ご要望に応じてカスタマイズすることも可能です。

プログラム構成例

Plan_A Plan_B Plan_C

●ウェブ担当者向け 初級

所要時間：約 90 分

① 企業がアクセシビリティに 
取り組む意味（30 分）

② 障害当事者のウェブサイト
の利用の仕方（30 分）

 ● 質疑応答（20 分）

●ウェブ担当者向け
　 中級／実装寄り

所要時間：約 100 分

① 企業がアクセシビリティに 
取り組む意味（20 分）

② 障害当事者のウェブサイトの 
利用の仕方（30 分）

③ ウェブアクセシビリティ 
実装ポイントと実装例（30 分）

 ● 質疑応答（20 分）

●ウェブ担当者向け
　 中級／全般

所要時間：約 100 分

① 企業がアクセシビリティに 
取り組む意味（20 分）

② 障害当事者のウェブサイトの 
利用の仕方（30 分）

③ ウェブアクセシビリティ 
実装ポイントと実装例（30 分）

④ ドキュメントの 
アクセシビリティ（20 分）

 ● 質疑応答（20 分）

［費用］
約 50 万円（講師 1 〜 2 名を想定）

［費用］
約 70 万円（講師 2 〜 3 名を想定）

［費用］
約 90 万円（講師 4 名を想定）
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JAL サイト全般を担当されている JAL ブランドコミュニケーション様の実装チーム向けに、

弊社エキスパート 4 名によるウェブアクセシビリティの研修セミナーを実施しました。

【研修事例】JAL ブランドコミュニケーション様

Point
● 事前に対象者や目的をヒアリングし、プログラム内容を検討※

●  2 〜 2.5 時間程度の座学的な研修を 2 拠点にて実施

● ウェブアクセシビリティの概要、基礎から、 
運用・テクニカルな部分まで幅広く対応

● 障害当事者のスクリーンリーダーのデモを交えることで、 
よりユーザーの利用状況の実感を得ていただく

● リーガルリスクへの対処も含めた品質の向上・維持のため、 
法規制や規格に対する実装の前提も交える

※ 事前に対象サイトをお伺いできれば、資料やデモなどを
対象サイトに寄せて構成することも可能。

研修セミナーの様子。

研修資料は目的や対象者に
よってカスタマイズ可能。

1. 企業がアクセシビリティに取り組む意味
2. スクリーンリーダーの利用
3. 実装におけるアクセシビリティの注意ポイント
4. ドキュメントのアクセシブル化のポイント

プログラム
構成
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研修は、社外フェローを含む弊社「アクセシビリティチーム」のエキスパートが行います。研修講師プロフィール

株式会社インフォアクシア 代表取締役。ウェブ制作会社でディ

レクターを経験した後、一般企業のウェブマスター、ウェブ

ユーザビリティやアクセシビリティのコンサルタントなどの

キャリアを積み重ねて、2004 年 10 月に独立。サイト診断、

ユーザビリティテスト、ガイドライン作成、教育・研修など

のサービスを通じて、主に企業ウェブサイトのアクセシビリ

ティ向上をサポートしている。- JIS X 8341-3 改正原案（JIS 

X 8341-3:2016）作成委員会 委員 - W3C AG (Accessibility 

Guidelines) ワ ー キ ン グ グ ル ー プ Invited Expert- 2017

年、IAAP（International Association of Accessibility 

Professionals）より「Web アクセシビリティ・プロフェショ

ナル（CPWA）」として日本人で初めて認定される。

社外フェロー

植木 真（うえき まこと）

アクセシビリティコンサルタント

多摩美術大学グラフィックデザイン学科卒業。ウェブサイトや

紙媒体のデザイン・ディレクション・編集・進行管理などを幅

広く担当。現在はアクセシビリティチームに所属し、「見た目

だけに頼らない表現」をテーマに、ビジュアルデザインの工夫

や代替テキストの設計に取り組む。また、InDesign・PDF・

Word・PowerPoint などアクセシブルドキュメントの制作・

推進活動も担当。

佐野実生（さの みお）

デザイナー／ディレクター

秋山豊志（あきやま あつし）

アクセシビリティエンジニア

多摩美術大学情報デザイン学科卒業。株式会社コンセントにて、

大手就職情報系サービスサイトのリニューアル、大手電機メー

カーのコーポレートサイトリニューアル、同企業の BtoB 事業

グローバルサイト展開プロジェクトなどの大規模リニューアル

のプロジェクトマネジメント、アカウントディレクションに従

事。また人間中心設計プロセスをベースとしたユーザー調査等

のフィールドワークを踏まえた分析、要件策定、設計、構築の

プロジェクトにも多数従事。ウェブアクセシビリティ基盤委員

会 作業部会１ 委員。

堀口真人（ほりぐち まさと）

アクセシビリティアドバイザリー

＊ [ 日本視覚障害者 ICT ネットワーク (JBICT.Net)] 設立準備メンバー
＊オープンソースのスクリーンリーダー [NVDA 日本語チーム] 理事

辻 勝利（つじ かつとし）

アクセシビリティエンジニア

先天性の全盲で仕事や日常生活のあらゆる場面でスクリーン

リーダーを介してコンピューターを利用しているエンジニア。

株式会社コンセント、アクセシビリティチームのメンバーとし

て自身の経験を元に、ウェブだけにとどまらず、製品やサービ

スの利用者として、自身を含めた誰もが排除されない社会を実

現することを目標に、アクセシビリティを高めるためのコンサ

ルティングや啓発活動を行っている。国内外の企業サイトの診

断やレビューを多数実施。また、海外のアクセシビリティチェッ

クツールやソフトウェアのローカライズなども手掛ける。

主に BtoB の企業サイトを中心としたウェブサイトの構築、ガ

イドライン作成にかかわる。CMS を利用した 1 万ページ規模

のコンポーネント開発や、多地域 / 多言語の展開を考慮した

html･css 設計、JIS X 8341-3 への準拠対応を得意とする。

2014 年コンセントに入社後ウェブアクセシビリティに注力

し、2017 年、2018 年において国際的なアクセシビリティの

カンファレンスである CSUN に参加。アクセシビリティエン

ジニアとして活動。

雑誌や書籍の紙媒体のディレクションから撮影コーディネイ

ト、デジタルコンテンツの企画編集など、メディアをとわずコ

ンテンツのインクルーシブデザインを実践。教科書や教材、絵

本などの子ども向けコンテンツから、商品ブランディングや

パッケージなどのプロダクトデザイン、企業の CI システムな

ど、インクルーシブデザインアプローチで、ミスマッチなイン

タラクションを解決していくことを目指す。

山本泰子（やまもと やすこ）

インクルーシブデザイナー

＊知的財産管理技能士２級
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ウェブアクセシビリティ事例 

●日本財団 / 公式サイト
日本財団様の公式ウェブサイトのアクセシビリティ
対応を実施し、一部を除くサイト全体において、
JIS X 8341-3:2016 のレベル AA へ準拠したウェブ
アクセシビリティ対応を実現した。2016 年 8 月に
アクセシビリティ方針で掲げた目標を達成し、現
在（2020 年 9 月時点）も品質を維持しながら運用
を継続。また、本ウェブサイトは 2017 年度の第 5
回 Web グランプリ浅川賞（アクセシビリティ部門）
にてグランプリを獲得した。

●航空会社 / 航空機の予約サイト
国内線、国際線それぞれの予約モジュール、フォームの改修事案。ウェブアクセシ
ビリティの国内基準である JIS X 8341-3:2016 レベル AA を前提としつつも、実
際の視覚障害者ユーザーが音声ブラウザやキーボードフォーカスのみでの操作完
結ができるように改修。リニューアルに伴う改修ではなく、既存サイトに対して、
UI はそのままに改修を実施している。

●大手保険会社 / アクセシビリティ実態調査レポート
ウェブサイトが抱えているアクセシビリティ向上における課題整理を目的に、主要
なウェブページを対象にアクセシビリティ実態を調査を実施。企業側で規定されて
いるポリシーに基づく問題点・傾向の他、想定タスクを設定したウォークスルー
調査をレポーティングし、将来に向けた実施施策やそれに際してのグランドスケ
ジュール検討の示唆に関する支援を行った。

●公共機関公募系サイト / 公共のデザイン案募集ページの作成
交通に関わるデザイン案の投稿フォーム、および投稿されたデザインへの意見募集
フォームページの新規作成事案。JIS X 8341-3:2016 レベル AA へと対応。デザイ
ンおよびテンプレート作成を担当。フォーム入力が主となるページのため、情報の
取得・操作の面において、ページ構成だけではなくマシンリーダビリティへの対応
も重視。第三者による試験後、公開。

その他、官公庁並びに企業のウェブアクセシビリティのコンサルティング実績多数

［弊社サイトでの事例紹介］
https://www.concentinc.jp/works/
nippon-foundation_accessibility_201803/
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アクセシビリティ関連活動紹介

● Accessi ブル GoGo!
　チャンネル
辻と植木氏による YouTube チャンネルで
す。さまざまなウェブコンテンツをスク
リーンリーダーがどのように読み上げる
のかを動画でご紹介します。いろいろな
HTML コードのサンプルを使って、実際
にどのように読み上げられるのかを分かり
やすい解説とともに提供していきます。

https://www.youtube.
com/c/a11ygogo/

●インクルーシブデザインに関するウェブメディア

『Weekly Inclusive Design』
コンセントのインクルーシブデザイングルー
プが日頃考えていることや取り組んでいる
ことを中心に、インクルーシブデザインに
関する情報を発信しています。毎週、ここ
に来ればインクルーシブデザインに関する
記事が読めるウェブメディアを目指し、運
営しています。

https://concent-wid.tumblr.com/

●弊社ウェブサイトコンテンツ

「企業サイトの
 Web アクセシビリティの
 今とこれから」

企業がアクセシビリティの観点でウェブサ
イトに取り組むにあたっての基本情報をまと
めています。アクセシビリティコミュニティ

「accrefs Web アクセシビリティの参考資料
まとめ」にも引用掲載されています。

https://www.concentinc.jp/
design_research/2018/03/
btobcommunications-web-accessibility/
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コンセントへのご相談は、下記コーポーレートサイト内

［お問い合わせフォーム］よりご連絡ください。
https://www.concentinc.jp/contact

本件の関連記事

リコー
グローバルガイドライン
プロジェクト

中外製薬株式会社
研修資料の
アクセシブル化

コラム：ひらくデザイン
「エレベーターを
インクルーシブなものに。」

https://www.concentinc.jp/works/ricoh-global-guideline-renewal/
https://www.concentinc.jp/works/chugai_training-materials_202004/
https://www.concentinc.jp/design_research/2020/03/voice-announce-system-in-elevators/

